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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成25年11月22日(2013.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の外肢の対と第２の外肢の対と首とを有するとともに前記第１の外肢の対と前記第
２の外肢の対との間に体の中間部を有する動物のための衣類であって、前記衣類は、
　縦軸を有し、前端と、前記前端とは反対の側の後端と、前記縦軸から第１の方向に横に
延びる第１の側部と、前記縦軸から前記第１の方向とは反対の第２の方向に横に延びる第
２の側部とを含む中央部分と、
　前記中央部分の前端から延び、自由遠位端と、両縁と、ファスナのフック部分およびフ
ァスナのループ部分を含む内側面と、外側面と、を含む第１のストラップと、
　前記第１のフラップから前記第２の方向に横方向に間隔を隔てた前記中央部分の前端か
ら延び、自由遠位端と、両縁と、内側面と、ファスナのフック部分およびファスナのルー
プ部分を含む外側面と、を含む第２のストラップと、を備え、
　前記衣類が動物によって着用されるときに、前記第１のストラップおよび前記第２のス
トラップは、前記動物の首の周りに延びて互いに留められる、ことを特徴とする衣類。
【請求項２】
　前記第１のストラップの内側面のファスナのループ部分は、前記第１のストラップの自
由遠位端と前記第１のストラップの内側面のファスナのフック部分との間に介在され、前
記第２のストラップの外側面のファスナのループ部分は、前記第２のストラップの自由遠
位端と前記第２のストラップの外側面のファスナのフック部分との間に介在される、こと
を特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項３】
　前記第１のストラップの内側面のファスナのフック部分は、前記第１のストラップの自
由遠位端と前記第１のストラップの内側面のファスナのループ部分との間に介在され、前
記第２のストラップの外側面のファスナのフック部分は、前記第２のストラップの自由遠
位端と前記第２のストラップの外側面のファスナのループ部分との間に介在される、こと
を特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項４】
　前記中央部分の第１の側部から前記第１の方向に延び、自由遠位端と、両縁とを含む第
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１のフラップと、
　前記中央部分の第２の側部から前記第２の方向に延び、自由遠位端と、両縁とを含む第
２のフラップと、をさらに備え、
　前記衣類が動物によって着用されるときに、前記第１のフラップおよび前記第２のフラ
ップは、前記動物の中間部の周りに延びて互いに留められて、前記中央部分と、前記第１
のフラップおよび前記第２のフラップとが、前記動物の体の中間部の外側に適合する形状
を形成するようになっている、ことを特徴とする請求項１に記載の衣類。
【請求項５】
　前記衣類は。動物に着用されたときに、前記動物の不安、恐怖、過度の興奮、又はそれ
らの組み合わせを軽減するのに十分な圧力を前記動物にかける、ことを特徴とする請求項
４に記載の衣類。
【請求項６】
　前記第１のフラップおよび前記第２のフラップの各々は、内側面および外側面を有し、
前記第２のフラップの外側面は、第１の方向に配向されたフックファスナまたはループフ
ァスナの一方の少なくとも２つの第１のストラップを含み、前記第１のフラップの内側面
は、第２の方向に配向されたフックファスナまたはループファスナの他方の少なくとも２
つの第２のストリップを含み、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第１のフラップが前記第２のフラップに重なる
ときに、前記第１のストリップおよび前記２のストリップは、前記第１のフラップが前記
第２のフラップに留められるように、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする請求
項４に記載の衣類。
【請求項７】
　前記中央部分、前記第１のフラップ、または前記第２のフラップに取り付けられた近位
端を有し、自由遠位端まで延びる第３のフラップをさらに備え、前記衣類が動物によって
着用されるときに、前記第３のフラップは、前記動物の体の中間部の外側に適合する形状
を形成する前記中央部分と、前記第１のフラップおよび前記第２のフラップとによって形
成される形状の周りに少なくとも部分的に延びて前記第１のフラップ、前記第２のフラッ
プ、またはそれらの組み合わせに留められる、ことを特徴とする請求項４に記載の衣類。
【請求項８】
　前記中央部分、前記第１のストラップ、前記第２のストラップ、および前記第３のスト
ラップは、引き伸ばされたときに、前記動物の不安、恐怖、過度の興奮、又はそれらの組
み合わせを軽減するのに十分な弾性を提供する引き伸ばし可能な布地でできている、こと
を特徴とする請求項７に記載の衣類。
【請求項９】
　前記中央部分、前記第１のストラップ、前記第２のストラップ、および前記第３のスト
ラップは、スパンデックスを含む布地でできている、ことを特徴とする請求項７に記載の
衣類。
【請求項１０】
　動物によって着用され、前記第３のフラップが前記第１のフラップ、前記第２のフラッ
プ、またはそれらの組み合わせに留められたときに、前記３のストラップは、留められた
第１のストラップの自由遠位端に重なり、留められた第１のストラップの自由端を十分に
覆う、ことを特徴とする請求項７に記載の衣類。
【請求項１１】
　前記第１のフラップ、前記第２のフラップ、および前記第３のフラップの各々は、内側
面および外側面を有し、前記第１のフラップの外側面は、第１の方向に配向されたフック
ファスナまたはループファスナの一方の少なくとも２つの第１のストリップを含み、前記
第３のフラップの内側面は、第２の方向に配向されたフックファスナまたはループファス
ナの他方の少なくとも２つの第２のストリップを含み、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第３のフラップが前記第１のフラップに重なる
ときに、前記第１のストリップおよび前記２のストリップは、前記第３のフラップが前記
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第１のフラップに留められるように、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする請求
項７に記載の衣類。
【請求項１２】
　第１の外肢の対と第２の外肢の対と首とを有するとともに前記第１の外肢の対と前記第
２の外肢の対との間に体の中間部を有する動物のための衣類であって、前記衣類は、
　縦軸を有し、前端と、前記前端とは反対の側の後端と、前記縦軸から第１の方向に横に
延びる第１の側部と、前記縦軸から前記第１の方向とは反対の第２の方向に横に延びる第
２の側部とを含む中央部分と、
　前記中央部分の前端から延び、自由遠位端と、両縁と、ファスナのフック部分およびフ
ァスナのループ部分の一方の少なくとも２つの第１のストリップを含む内側面と、外側面
と、を含む第１のフラップと、
　前記第１のフラップから前記第２の方向に横方向に間隔を隔てた前記中央部分の前記前
端から延び、自由遠位端と、両縁と、内側面と、ファスナのフック部分およびファスナの
ループ部分の他方の少なくとも２つの第２のストリップを含む外側面と、を含む第２のフ
ラップと、を備え、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第１のフラップおよび前記第２のフラップが、
前記動物の中間部の周りに延びて互いに留められるときに、前記中央部分と、前記第１の
フラップおよび前記第２のフラップとが、前記動物の体の中間部の外側に適合する形状を
形成するようになっており、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第１のフラップが前記第２のフラップに重なる
ときに、前記第１のストリップおよび前記２のストリップは、前記第１のフラップが前記
第２のフラップに留められるように、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする衣類
。
【請求項１３】
　前記中央部分の前端から延び、自由遠位端と、両縁と、ファスナのフック部分およびフ
ァスナのループ部分を含む内側面と、外側面と、を含む第１のストラップと、
　前記第１のフラップから前記第２の方向に横方向に間隔を隔てた前記中央部分の前記前
端から延び、自由遠位端と、両縁と、内側面と、ファスナのフック部分およびファスナの
ループ部分を含む外側面と、を含む第２のストラップと、をさらに備え、
　前記衣類が動物によって着用されるときに、前記第１のストラップおよび前記第２のス
トラップは、前記動物の首の周りに延びて互いに留められる、ことを特徴とする請求項１
２に記載の衣類。
【請求項１４】
　前記第１のストラップの内側面のファスナのフック部分は、前記第１のストラップの自
由遠位端と前記第１のストラップの内側面のファスナのループ部分との間に介在され、前
記第２のストラップの外側面のファスナのフック部分は、前記第２のストラップの自由遠
位端と前記第２のストラップの外側面のファスナのループ部分との間に介在される、こと
を特徴とする請求項１２に記載の衣類。
【請求項１５】
　前記第１のストラップの内側面のファスナのループ部分は、前記第１のストラップの自
由遠位端と前記第１のストラップの内側面のファスナのフック部分との間に介在され、前
記第２のストラップの外側面のファスナのループ部分は、前記第２のストラップの自由遠
位端と前記第２のストラップの外側面のファスナのフック部分との間に介在される、こと
を特徴とする請求項１２に記載の衣類。
【請求項１６】
　前記中央部分、前記第１のフラップ、または前記第２のフラップに取り付けられた近位
端を有し、自由遠位端まで延びる第３のフラップをさらに備え、前記衣類が動物によって
着用されるときに、前記第３のフラップは、前記動物の体の中間部の外側に適合する形状
を形成する前記中央部分と、前記第１のフラップおよび前記第２のフラップとによって形
成される形状の周りに少なくとも部分的に延びて前記第１のフラップ、前記第２のフラッ
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プ、またはそれらの組み合わせに留められる、ことを特徴とする請求項１２に記載の衣類
。
【請求項１７】
　前記中央部分、前記第１のストラップ、前記第２のストラップ、および前記第３のスト
ラップは、引き伸ばされたときに、前記動物の不安、恐怖、過度の興奮、又はそれらの組
み合わせを軽減するのに十分な弾性を提供する引き伸ばし可能な布地でできている、こと
を特徴とする請求項１６に記載の衣類。
【請求項１８】
　前記中央部分、前記第１のストラップ、前記第２のストラップ、および前記第３のスト
ラップは、スパンデックスを含む引き伸ばし可能な布地でできている、ことを特徴とする
請求項１６に記載の衣類。
【請求項１９】
　動物によって着用され、前記第３のフラップが前記第１のフラップ、前記第２のフラッ
プ、またはそれらの組み合わせに留められたときに、前記３のストラップは、留められた
第１のストラップの自由遠位端に重なり、留められた第１のストラップの自由端を十分に
覆う、ことを特徴とする請求項１６に記載の衣類。
【請求項２０】
　前記第１のフラップ、前記第２のフラップ、および前記第３のフラップの各々は、内側
面と外側面を有し、前記第１のフラップの外側面は、第１の方向に配向されたフックファ
スナまたはループファスナの一方の少なくとも２つの第１のストリップを含み、前記第３
のフラップの内側面は、第２の方向に配向されたフックファスナまたはループファスナの
他方の少なくとも２つの第２のストリップを含み、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第３のフラップが前記第１のフラップに重なる
ときに、前記第１のストリップおよび前記２のストリップは、前記第３のフラップが前記
第１のフラップに留められるように、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする請求
項１６に記載の衣類。
【請求項２１】
　第１の外肢の対と第２の外肢の対と首とを有するとともに前記第１の外肢の対と前記第
２の外肢の対との間に体の中間部を有する動物のための衣類であって、前記衣類は、
　引き伸ばし可能な布地でできており、縦軸を有し、前端と、前記前端とは反対の側の後
端と、前記縦軸から第１の方向に横に延びる第１の側部と、前記縦軸から前記第１の方向
とは反対の第２の方向に横に延びる第２の側部とを含む中央部分と、
　引き伸ばし可能な布地でできており、前記中央部分の第１の側部から前記第１の方向に
延び、自由遠位端と、２つの両縁とを含む第１のフラップと、
　引き伸ばし可能な布地でできており、前記中央部分の第２の側部から前記第２の方向に
延び、自由遠位端と、２つの両縁とを含む第２のフラップと、
　引き伸ばし可能な布地でできており、前記中央部分、前記第１のフラップ、または前記
第２のフラップに取り付けられた近位端を有し、自由遠位端まで延びる第３のフラップと
、
　前記中央部分の前端から延び、自由遠位端と、両縁と、内側面と、外側面と、を含む第
１のストラップと、
　前記第１のフラップから前記第２の方向に横方向に間隔を隔てた前記中央部分の前端か
ら延び、自由遠位端と、両縁と、内側面と、外側面と、を含む第２のストラップと、を備
え、
　前記衣類が動物によって着用され、前記第１のフラップおよび前記第２のフラップが、
前記動物の中間部の周りに延びて互いに留められるときに、前記中央部分と、前記第１の
フラップおよび前記第２のフラップとが、前記動物の体の中間部の外側に適合する形状を
形成するようになっており、
　前記衣類が動物によって着用されるときに、前記第１のストラップおよび前記第２のス
トラップは、前記動物の首の周りに延びて互いに留められる、ことを特徴とする衣類。



(5) JP 2013-255520 A5 2014.2.13

【請求項２２】
　前記引き伸ばし可能な布地は、引き伸ばされたときに、前記動物の不安、恐怖、過度の
興奮、又はそれらの組み合わせを軽減するのに十分な弾性を提供する、ことを特徴とする
請求項２１に記載の衣類。
【請求項２３】
　前記引き伸ばし可能な布地は、スパンデックスを含む、ことを特徴とする請求項２１に
記載の衣類。
【請求項２４】
　前記第１のストラップおよび前記第２のストラップは、フックファスナおよびループフ
ァスナによって互いに留められ、前記第１のストラップの内側面は、ファスナのフック部
分およびファスナのループ部分を含み、前記第２のストラップの外側面は、ファスナのフ
ック部分およびファスナのループ部分を含む、ことを特徴とする請求項２１に記載の衣類
。
【請求項２５】
　前記第１のストラップの内側面のファスナのフック部分は、前記第１のストラップの自
由遠位端と前記第１のストラップの内側面のファスナのループ部分との間に介在され、前
記第２のストラップの外側面のファスナのフック部分は、前記第２のストラップの自由遠
位端と前記第２のストラップの外側面のファスナのループ部分との間に介在される、こと
を特徴とする請求項２１に記載の衣類。
【請求項２６】
　動物によって着用され、前記第３のフラップが前記第１のフラップ、前記第２のフラッ
プ、またはそれらの組み合わせに留められたときに、前記３のストラップは、留められた
第１のストラップの自由遠位端に重なり、留められた第１のストラップの自由端を十分に
覆う、ことを特徴とする請求項２１に記載の衣類。
【請求項２７】
　前記第１のフラップの両縁は実質的に平行であり、前記第３のフラップは、実質的に平
行な両縁を有し、前記第１のフラップおよび前記第３のフラップは各々、該それぞれのフ
ラップの実質的に平行なス両縁の間の衣類の縦軸に沿った距離である主幅を有し、前記第
１のフラップの自由遠位端は、前記第２のフラップに重なって留められ、前記第３のフラ
ップの主幅は、前記第１のフラップの主幅よりも大きい、ことを特徴とする請求項２１に
記載の衣類。
【請求項２８】
　前記第３のフラップは、実質的に平行な両縁を有し、前記第３のフラップは、該第３の
フラップの実質的に平行な両縁の間の衣類の縦軸に沿った距離である主幅を有し、前記第
１のフラップの実質的に平行な両縁の間の衣類の縦軸に沿った距離である主幅は、前記中
央部分の前端と後端の間の距離の２分の１よりも大きく前記縦軸に沿って延びる、ことを
特徴とする請求項２１に記載の衣類。
【請求項２９】
　前記第１のフラップ、前記第２のフラップ、および前記第３のフラップの各々は、内側
面および外側面を有し、前記第２のフラップの内側面は、第１の方向に配向されたフック
ファスナおよびループファスナの他方の少なくとも２つの第１のストリップを含み、前記
第１のフラップの外側面は、第２の方向に配向されたフックファスナおよびループファス
ナの一方の少なくとも２つの第２のストリップを含み、前記衣類が動物によって着用され
、前記第３のフラップが前記第１のフラップに重なるときに、前記第１のストリップおよ
び前記２のストリップは、前記第３のフラップが前記第１のフラップに留められるように
、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする請求項２１に記載の衣類。
【請求項３０】
　前記第１のフラップ、前記第２のフラップ、および前記第３のフラップの各々は、内側
面および外側面を有し、前記第１のフラップの外側面は、第１の方向に配向されたフック
ファスナおよびループファスナの一方の少なくとも２つの第１のストリップを含み、前記
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第３のフラップの内側面は、第２の方向に配向されたフックファスナおよびループファス
ナの他方の少なくとも２つの第２のストリップを含み、前記衣類が動物によって着用され
、前記第３のフラップが前記第１のフラップに重なるときに、前記第１のストリップおよ
び前記２のストリップは、前記第３のフラップが前記第１のフラップに留められるように
、互いに実質的に垂直である、ことを特徴とする請求項２１に記載の衣類。
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